


認知症 認知症の症状の変化と対応、サービスの流れケアパス
認知症の進行

認知症の前段階 そろそろ見守りが必要 手助け が必要 常に手助けが必要 介助なしでの生活が困難
●日付や曜日がわからなくなる

●疑い深くなったり、怒りっぽくなる

●好きだったことに興味を持たなくなる

●探し物をしていて、何を探していたのか
　思い出せない

●財布の中に小銭が増える

●片付けが苦手になる

若い時から
認知症について関心を
持とう

楽しくできる
有酸素運動を
習慣にしよう

１日 30分以内の
昼寝をしよう

生活習慣病があれば
きちんと治療しておこう

食事は量より質、
青魚、緑黄色野菜は
多めを心がけよう

過度の飲酒や
喫煙をひかえよう

何か楽しめる
趣味を持とう

耳の機能の維持を
心がけよう

認知症の発症は日ごろの生活習慣と関連があるとされており、普段の生活習慣を改善することに
よって、認知症の発症リスクを低下させることが期待できます。

●友人や地域とのつながりを大切にし、
　社会参加を働きかける

●趣味やレクリエーションを楽しむように
　働きかける

●家族内で役割を持ち、継続できるようにする

●本人を褒めるとやる気がでる

●相談できるところを見つける
　（かかりつけ医・地域包括支援センターなど）

●トイレの場所がわからない

●道に迷って帰ってこられない

●日にちや季節がわからなくなる

●洋服の着方がわからない

●食べ物でないものを口に入れる

●徘徊が見られるようになる

●すぐ興奮する

●自分で食事ができなくなる

●会話でのコミュニケーションが
難しい

●表情が乏しくなる

●歩行が困難

●起き上がるのに介助が必要

●薬を間違え て飲む

●たびたび道 に迷う

●季節に合っ た服が選べない

●家電の操作 が難しくなる

●生活リズム が乱れる

●着がえや入 浴を嫌がる

●周囲に隠さ ず話すと気持ちが楽になり、周囲の理解や協力が得られる

●大変なこと は周りの人に手伝ってもらう

●本人ができ ることは続ける

●周囲との関 わりを持ち続ける

●施設での生 活を希望する場合は早めに見学しておく

●金銭管理が難しくなる

●探し物をする時間が増える

●必要なものを必要なだけ
　買うことができない

●同じことを繰り返し聞く

●火の消し忘れ

●1日の計画を立てて行動する

●外出の機会を持つ

●本人の話をじっくり聴く

●これからのことについて
　話し合っておく

●元気で伝えられるうちに本人の
　意向を確認し、記録に残しておく

●最期の過ごし方や
　看取りについて考えておく

おれんじカフェ

おれんじカフェ
認知症相談会　本人座談会

民生委員
認知症サポーター オレンジの会

本人座談会

居宅介護支援（ケアマネジャー）
ホームヘルプサービス（訪問介護） 訪問リハビリ　　　　　　　訪問看護　訪問入浴

小規模多機能型通所  介護
デイサービス（通所介護）、デイケア（通所リハビリ）　認知症対応型デイサービス（通所介護）

地区組織（地域運営組織、地域振興会など）
シルバー人材センター　生協　ＮＰＯ

介護  タクシー
福祉  移送サービス

グループホーム
有料老人ホーム

ショートステイ（短期入所）

福祉用具貸与（徘徊感知機器）

介護老人保健施設
特別養護老人ホーム

つ ど い の 場

住 ま い

生 活 支 援

家 族 支 援

安 否 確 認
・ 見 守 り

重　度中等度軽　度軽度認知障害（MCI）正　常

〔出典：「Dementia prevention,intervention,and care:2020 report of the Lancet Commission」

≪認知症の発症リスクを低下させるために≫

介護保険サービスについての
詳しい情報は下記のQRコード

から検索してください
にいみ暮らしを支える
サービス一覧表へ
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公民館活動　ふれあいサロン
老人クラブ

つどいの場に参加しよう。
家族以外の人とも
積極的に話そう

自分は役に立たない
などと思わず
前向きに生きよう






